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ふるさとの昧で、まちおこし
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生活研究グループの女性を中心にできた市場

. 島にはいくつか港があり小さな船で漁業が行われる
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事 HOTOrまちづくり Jの現場

徳之島の長寿のシンボルとなった

本郷かまとさん

世界一周自転車旅行の坂本達さんを迎えたイベント
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「長寿市」にはその日に採れた農作物が
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取り組みの詳細は， p.242のrPlcUP私のまちづくりJをと覧ください。〕

吉玉誠ーさん

E割問陸連副Ml}lii1:副臨俗画圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃吋百官最古司

ノンフィクションエッセイ

「ゅうしい島のスローライフ」

著・金丸弘美.絵・唐仁原教久

.四六判， 176ページ.並製

定価 1，365円(本体1，300円+税5%)

.発行 :学習研究社

E-mail: ehon@gakken.co.jp 

*rゆらしい」は「ゆっくりjという意味の
奄美諸島 ・徳之島の方言。

-取り組みの経過

2003年

5月 『ティダとマーチャの会j発足

6月 :r伊仙長寿市jオ ブン・『農村ネット21J沖縄
視察参加

8月 TBSデジタル放送rss-iJr卜styl巴』ロケ
9月 講談社の雑誌『オブラI取材・徳之島保健所主
催『管内「健康かごしま21J推進セミナーj開催
10月 ・JA徳之島 JA天城町の女性部，徳之島生

活研究グループ主催r;てートナーシツプ2001in徳

之島 ムールしつくらでい(みん芯で築こう)地産地

消費』開催 『徳之島瑚排の木オーナー制度j発足(横

浜カヲリの木)

12月 『徳之島瑚誹オナオフ会』開催(東京ー恵

比寿)・沖縄大宜味村視察・徳之島保健所主催『ジャ

ーナリスト 砂田登志子さんの「食育」勉強会』開催

・I瑚排研究会』発足

2004年

1月 『タピオカの会』が結成。

5月 東京からの徳之島ツアー開催予定

-取り組みの内容

日本で瑚排栽I舌をしているというと，ほとんどの

人が驚く。誰も圏内で瑚誹を収穫できるなんて思っ

てもみないからだ。瑚誹を徳之島で栽倍しているの

が，吉玉誠ーさんである。

百玉さんは音からの瑚誹好きで，奄美大島にブラ

ジルから伝わったという瑚誹の木を見つけ，そこひ

ら生まれた苗をわけてもらい，20年かけて120本

の瑚排の木を育てあげた。もちろん，それで商売が

できるわけでは芯い。そこでスター卜したのが.植

樹とオーナー制。苗木を5000円で植樹してもら

い，豆ができるまでの5年間，毎年3000円を支払

い.豆が実ったら徳之島に摘みに来てもらうという

制度である。

この「徳之島瑚排の木のオーナー制」と，ちょうど

同じころ結成された農家の自主勉強会「ティダ (太

陽)とマーチャ(島土)の会」とが結びついて，さらに

役場の経済課.保健センタ .食生活改善グループ

らが加わり.大きなネットワークが生まれた。乙の

ネットワークから.徳之島の新しい農産物の取り組

みが始まった。

ほかの先進地域と交流するなかで，いま徳之島で

は，郷土の食の再発見とその発信による新た芯町お

こしの活動が本格化している。その中心と芯ってい

るのが，保健所 保健センターの保健師， JA女性

部，食生活改善グループ，循環型農業を営む農家で

ある。
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自らが都会へ情報発信
瑚珠栽培で人を集めよう

金 丸弘美ライターズネットワーク代表，ニッポン東京スロープード協会役員

瑚排の木に実ったネットワーク

-瑚排オーナーの会結成

瑚排のオーナー制は，東京・下北沢の小さな自

家熔煎の瑚排庖fカヲリの木J(現在は横浜で営

業)の狩野知代さんに，知人を介して奄美諸島・

徳之島の瑚緋の話をしたことから始まった。彼女

がぜ、ひそのコーヒーを欽んでみたいということ

で，徳之島で瑚排を栽培している古玉誠ーさんか

ら200gの瑚排を送ってもらい，庖で試験的に20名

に提供することになった。

その話題をインターネットで，青玉さんの写真

や栽培の物語とともに発信すると，この瑚緋を飲

んでみたいという人が次々に現れ，徳之島劫11排の

ことが評判になった。そこで，狩野さんが実際に

徳之島を訪ね，吉玉さんと相談をし，効DIØ~の会『徳

之島コーヒーの木オーナー制度Jが結成されるこ

とになったのである。

この制度は，苗木を5000円で植樹してもらい，

旦ができるまで毎年3000円を支払うというもの。

笑がなる まで5年かかるので，計2万円になる。

高い瑚排なのである。そして，豆ができたら，これ

を徳之島まで摘みにきてもらおうというわけだ。

はたして， こんな制度の賛同者がどのくらいい

るものかと不安に思いつつ，狩野さんがインター

ネッ トで限定20名で募集すると，たちまち30人が

集まった。そればかりではない。 トラクターで全

国を縦断して有名になったアウ トドア一作家のシ

242 I 
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ェルパ斉藤さんもこの募集に応じ，わざわざ徳之

島に劫11排を飲みに行き，なんと雑誌WDIMEJ(小

学館)に 2週続けて古玉瑚排訪問記を書いたの

だ。この記事によって，烏の人にはなかなか思い

つかない「優雅な気候を楽しみ，サイクリングや

瑚緋を楽しむ」という新しい形の旅の楽しみ方が

提案されたのである。

-高まる瑚排栽培の機運

また， rカヲリの木jのホームページの徳之島コ
ーナーは人気を集め 1日3000件のアクセスに

なった。狩野さんが呼びかけたオフ会(インター

ネット上でつながっている人同士が実際に会合を

もつこと)には16名が集まり，自己紹介をしなが

ら，古玉さんの蜘排栽培の様子をピデオで鑑賞'し

た。参加の動機を聞くと， r自分の成長の夢を吉
玉さんの瑚彦1:の成長に託したかったJという意見

が圧倒的。つまり ，島の瑚排を20年かけて育てた

ロマンをみんなが買ったのである。

オーナーに参加した30名にはメーリングリスト

が作られ，徳之島の役場職員も参加し，お互いに

情報交換がされることになった。今後，島の劫IlfiJl:

の成長だけでなく ，古玉さんのほかの農作物や仲

間が栽培するマンゴーやパッションフルーツなど

の情報を，季節の便りとともに送ろうというわけ

である。さらに， rカヲリの木jのホームページの
オフ会は「徳之島ツアーJへと発展。古玉さんは仲

間に呼びかけて空き家を確保し，農家への訪問を

1348-8333/041￥250/論文/jCLS



写真提供・岩井哲之助，美延j台郷

受け入れる準備に入った。

また，徳之島瑚排について， ucc瑚誹関東支社
長の辻本誠さんに伝えたところ， rスローフード
の時代，徳之島の瑚排は非常に面白い。うちの瑚

排の担当者を視察に行かせましょう」ということ

となり，専門家が徳之島まで来て，瑚排の勉強会

が聞かれた。この勉強会で，瑚排栽培の書籍，各

地の瑚排のサンプルが持ち込まれ，はじめて古玉

さんの劫nIJr:と島の人たちに，客観的評価がもたら

された。

さらにucc訓排からの提案で，地元の農業高校
と連携し，各地の瑚排を学校で試験栽培して，そ

の成長を記録するという授業プログラムも生まれ

た。 また一方，地元農家の間でも， 10名が吉玉

さんから苗木を分けてもらい， r徳之島劫11排研究
会』が誕生した。
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全国の元気農家との
ネットワークができる

こうして古玉さんの瑚排が世に出て行くことが

できたのは，実は，地元の農家が集ま った勉強

会『テイダ(太陽)とマーチャ (鳥土)の会jがあった

からだ。この会は，自分たちのことは自分たちで

学ぼうと，農家が自主的に集まった会である。全

国各地の新しい民業のこと，環境保全，最新の農

業政策， 学校給食，地産地消，スローフード，食

育などを学び，同時に発信しようとしている。代

表者は，元農業高校の教師で，現在，自然循環型

の有機農業を行っている義山良ーさんである。

会は，お互いの情報交換にとどまらず，役場の

経済課，保健センター，保健所，栄養士，食生活

改善グループ，それに外部の農家やバイヤーとい

った人たちもときに交えて，ネットワークを広げ

ながら，新しい地域の農産物の取り組みを始め

た。そして， 2003年6月に沖縄で行われた『農村

ネット2Uに参加する。

『農村ネット2Uは，ウコンを販売するilll縄教育

出版が受け入れを準備し，馬路村農協(高知県)の

東符望史さん，松崎了三さん，モクモク手づくり

ファーム (三重県)の木村修さん， 子守出修さんをは

じめ，元気で新しい農業を展開する全国の人たち

が200名も集まった一大イベントである。沖縄で

活気のある農業ビジネスをする農家の視察，スロ

ーフードのシンポジウム，全国のj民家との情報交

換が行われ，さまざまな交流が生まれた。

徳之島からのー行はシンポジウムで，役場の経

済課の美延治郷さんや吉玉さんをはじめとする農

家全員が壇上に上がり，現在の取り組みを報告

した。10名近くが参加したため大いに注目され，

何人かから「声を掛けてくれたら，徳之島にいろ

んなことを伝えにも行きますよJと，暖かい声援

をもらうこととなった。実際，そのあとi"l純教育

出版から 3名が， ]A徳之島 ・]A天城町の女性部

と徳之島生活研究グループが主催した地産地消費

のシンポジウムに参加し， I徳之島の郷土の本物

の食べ物を健康食として提案する『徳之島まるご
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と通販lをしましょうよ」と，新しい地域活性化の

アイデイアを出してくれたのだ、った。

徳之島で動き出した
食文化・食生活のムーブメント

-食生活改善グループを中心!こ伝統料理を復活

徳之島の人口は 2万8000名，徳之島町， 天城

IIIJ ，伊仙町の 3町がある。こういった一連の動き

のなかから，も っとも積極的に動き始めたのが，

島の火性たちだった。]Aの女性部，食生活改善

グループ，保健所の人たちである。

まず伊仙IsJーでは， rテイダとマーチヤの会jと食
生活改普グループ，IUTの経済謀が連携し， 2003年

6月，役場の近くに「長寿市jが誕生した(徳之島

が，本郷かまとさん，泉重千代さんと 2人もギネ

ス入りの長寿在を出したことから命名)。せっか

く自分たちで作物を作っているのだから，新鮮な

作物とその加工品を出していこうと，みんなの手

作りによる小さな市場となった。運営は食生活改

善グループの女性たち。交替で運営にあたった。

ここには本上にない，珍しいものがたくさん並ぶ

ようになった。冬瓜，ニガウリ，ハンダマ，ドラゴ

ンフルーツ，マンゴーなどなどである。さらに，

これらを全同に散らばる島出身者に故郷から贈ろ

うと，詰め合わせの宅配便も出ることになった。

売り場に並んだなかでも， とくに珍しいもの

が， ij没後間もなくまで地元で作られていたサンゴ

礁の海から作る塩である。海水を汲み上げ，薪で

炊いて作る。背ながらのミネラルたっぷりで，う

まみのある塩。この塩づくりが復活したのだ。塩

は大評判になった。

「長寿市」のメリ ットはいくつもあった。自分た

ちの現金収入になる。作り手が自ら諮ることがで

きる。新鮮で、ある。値段が安い。そういったほか

にも，大きな恩恵がみえてきた。市場が地域のコ

ミュニケーションの場となったのである。食生活

改善グループで， 農業もしている女性たちだか

ら，料理，それも伝統料理も上手に作れる人ばか

りである。まさにスローフード運動と連動する取



り組みになっている。

-マスコミを活用する

スローフードは，イタリアから始まった「食文

化を守り， 小生産者の生産物を経済的にも支えて

、こう」という運動だ。実は，その運動の大きな

要素にプロモーション活動がある。マスコミと連

動して， 世に知らしめるということである。そこ

1:.食生活改善グループの活動や『ティダとマー

チャの会jの取り組みをマスコミに発信した。長

寿の町のスローフード運動は，みごと反響があっ

た。まず講談社の雑誌『オブラJのスタッフが，食

生活改善グループが作る島の伝統料理，長寿食と

サンゴ礁からの塩づくりの取材に訪れた。さらに

TBSのBS-iのロケ班が入り ，I長寿市JI塩づくり」

「吉玉さんの瑚排JI食改善グループの伝統料理」

• 、徳之島農業高校の人気加工品「豚昧噌J

食改善グループの伝統的料理長寿食の再現

「義山さんの循環型農業」など，島にとって大切な

スローフード運動にも連動する農業から漁業まで

9本の番組が作成され，放映されることとなっ

た。全国に発信されることによって地域の宝が発

掘され，地元では，それを資料として「何が島に

とって大切か，宝物か」を発見しようというムー

ブメントが形づくられていった。

-女性たちの力でイベントが次々に開催

このような動きを島全体の大きな潮流に仕立て

たのは，何といっても保健所と]Aの女性たちだ

ろう。 その中心メンバーである保健所の時光枝

さん， ]A女性部の吉次子さんは，徳之島と隣島

の沖永良部を結んで，大きなセミナーとシンポジ

ウムを企画した。2003年9月30日に徳之島 ・沖永

良部で開催された『徳之島保健所管内「健康かごし

1245 
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ま2U推進セミナー1， 10月2日に]A徳之島 .]A 

天城町の女性部と徳之島生活研究グループが主催

した『パートナーシップ2001in徳之島ムールしつ

くらでい(みんなで築こう)地産地消費』である。

沖永良部には，徳之島からも多くの女性たちが参

加し交流を行った。また『パートナーシップjのシ

ンポジウムでは，地域農産物の大切さ，郷土料理

の素晴らしさを守ることが，パネルデイスカッショ

ンで語られ，実際に展示試食会も開催された。こ

の2つの会は，のべ1000名近くの人を動員した。

さらに11月23日に行われた産業祭も町の大き

なイベントであり， ここに食生活改善グループ

や『テイダとマーチャの会Jも参加して，地域農産

物や地域の食べ物を紹介し，販売も行った。 こ

の会でも， r地域の農産物， 地域ならではのもの
が，いかに大切か」がテーマになった。動員はな

んと3000名である。12月10日には，保健所の主催

で，ジャーナリストの砂田登志子さんを東京から

呼び， r食育」の本格的な勉強会も行った。
このような町の大きなイベント，農家の動き，

女性|俸の活動が連動し，いま，新しい動きが徳之

島で始まろうとしている。

独自の長寿調査と
学校給食の取り組みヘ

2003年12月7日，保健福祉課の予算で，保健セ

ンターの襟佐和子さん，食生活改善グループのメ

ンバー，健康かごしま21のメンバーなどが，沖縄

の大宜味村を訪れた。これは，大宜味村が長寿宣

言をした村として知られ， かっ独向の調査を行

い，村の活性化につなげていること，栄養士たち

が学校給食に地域農産物を積極的に取り入れ，伝

統行事にあわせた食事を出していること，などを

視察することが目的。自分たちの子どもたちに島

の未来を手渡すためにも，いま自分たちが行動を

起こし，地域を活性化しなければならないと，

保健センターの職員が中心になって実現させた視

察だった。一行のなかには『テイダとマーチャの

会jの古玉さんたちの顔もあった。

q
O
 

4
u守nu
 
n
u
 

q
ζ
 
n
d
 

《
V
M
川n
u
 
po 
nu 
vv 

f

レJ
 
ナヤリン

苧
州
川
市
o
p
 
健。木{
 

au 
n『内正

大宜味村は，村で売るべきもののテーマをしっ

かりと決め，その調査を行っている。パンフレツ

トやホームページも，写真を豊富に使った，わか

りやすくて見栄えのする，しかも裏づけのしっか

りしたものが作成されている。そうして，自然，

長寿，暮らし，芭蕉布など，その村にしかない個

性をきちんと打ち出しているのだ。

徳之島のメンバーは，なぜそれができ，誰が何

を行い，また結果どんな経済効果があるかを，て

いねいに質問した。学校給食の現場にも行き，地

域農産物を積極的に取り入れ，元気なチどもたち

の体を作ることに一所懸命な栄養士，北城むつみ

さんたちとも交流した。あまりの熱心な質問に，

役場では町長自ら出て解説をつとめ，すべての質

問に答えられるようにと，村の資料をたくさん提

供してくれた。最後には，村で栽培されている珍

しいタピオカの苗が，交流の証として提供された

のだった。

メンバーは大宜味村から戻ると，すぐに報告書

をまとめ， I町長への直接の報特会が聞かれた。l町

自身が町の宝を見つめなおし，地域の食を発見

し，それを発信していくことが，いかに大切か，

資料をもとに大宜味村から得た地域調査の大切

さ，地域農産物や文化の大切さが話された。この

視察を契機に， rタピオカの会jが結成され，独自
の長寿調査，地元の食の調査，学校給食に地場産

の農産物を入れる取り組みなどが，本格的に始ま

った。2004年11月には，保健センターの地域調

査，行政の協力などを得て，独白の長寿調査の発

表も計画されている。
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